
 

 

 

 

 

「働くということ」    

                               秋馬 信之 

 

 「働く」の語源は「傍（はた）を楽にする」ことを言うそうです。傍とは、「かたわら」

や「そば」を意味するので、近くの人（「かたわら」「そば」）を楽にする行為を「働く」と

いうのではないでしょうか。つまり働くということは、人に尽くすことであり、人を喜ば

すことでもあり、何よりも社会全体に貢献する行為であると言えます。 

 さて、先日 7 年生が、11 月 28 日（木）29 日（金）12 月 2 日（月）の 3 日間に渡って

14の事業所において職場体験学習を行いました。私は各事業所 

を回りましたが、そこで活動する子どもたちは緊張しながらも 

真剣そのもの、品物の出し入れや接客など職種によって仕事内 

容は違いますが、大変生き生きと職務に専念していました。職 

場体験学習の目的は学習指導要領に示され、多様な職業観や勤 

労観を理解し職業・勤労に対する理解や認識を深めることです。 

端的に言えば「働くことの喜びや厳しさを知り、職業と私たち 

の生活との繋がりを理解する」ことと言えます。７年生諸君、 

今回の職場体験活動を通じて「働く」ことの大変さ、喜び、社 

会との繋がり、更には挨拶や礼儀、責任感、ＴＰＯに応じた身 

なり服装など多くの学びがあったことと思います。我々教職員 

が１学期に実施した救命救急訓練（職員研修）でお世話になっ 

た飯能日高消防署の消防士の方は、中学校のとき行った職場体験学習を通じて消防士とい

う仕事に憧れ、現在の職業に就いたと言われていました。是非、今回の体験を、今後の生

き方や進路選択の参考にしてもらえれば嬉しい限りです。 

翻って教師という仕事について話をさせてください。私は教師という仕事に就き３７年

が経とうとしています。世間ではブラックと言われ、志願者も減っています。教師という

仕事に憧れ職に就いている身としては、残念で仕方ありません。教師という仕事は、子ど

もたちの人間形成に深く関わる責任のある仕事であると同時に、子どもたちの成長に尽く

すことができ、子どもたちと感動を共有し、子どもたちから多くのエネルギーをもらえる

大変遣り甲斐ある仕事です。また、卒業した教え子との交流も喜びの一つでもあります。

私は校長という立場ではありますが、音楽の教師でもあります。長年音楽教師として、子

どもたちに音楽を通じて感性を磨き、表現力を高め、心豊かに生活をしてほしいという思

いをもって指導してきました。「社会に貢献している」なんて大それたことは言えませんが、

教え子が社会で活躍（貢献）していることが喜びであり誇りでもあるのです。 

 職業に貴賤はありません。大切なことは、その職業に真剣に向き合い誇りをもっている

かです。働くことの目的は、「収入を得て生活していくため」ではありますが、自己実現を

図り社会に貢献していくことです。将来は自分のなりたい職業に就き、その職業で社会貢

献、世のため人のためになれたら、こんな幸せなことはありません。 

  

今年度のキーワード「対話・創造・挑戦・交流・表現」 

学校教育目標 

○自立  かんがえる子・じょうぶな子 

○創造  かんどうする子 

○共生 なかよくする子 

だ い の 風  
日高市立武蔵台小中学校 
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５年生が高麗川の祥雲橋付近において「ウグイの放流 
体験」を行いました。子どもたちはビニール袋に入った 
たくさんのウグイの稚魚に向け、「元気でいてね。また戻 
ってきてね」と優しく声をかけ、そっと川へ放していまし 
た。成魚となってふるさとの川に戻ってくるのが、待ち遠 
しいですね。 
 

11月 27日（水）5年生 高麗川でウグイ放流体験  

 

12月３日（火）８年生 パラスポーツ体験 

埼玉県障がい者スポーツ協会のご協力のもと、パラス 
ポーツの選手をお招きし、８年生を対象にパラスポーツ体 
験を行いました。子どもたちは、パラスポーツの説明を受 

けたのち、実際に車椅子に乗って走ったり、最後は車椅子 
バスケットボールを体験したりして、大いに盛り上がりまし 
た。貴重な体験ありがとうございました。 

12月３日（火）芸術鑑賞会 

和太鼓と津軽三味線のユニットの「ごちえもん」をお招き 
し、芸術鑑賞会を実施しました。子どもたちは、大地を揺る 
がす重厚な響きを体いっぱいに感じ取っていました。 
また、各学年から太鼓を叩きたい子が舞台上で、リズムセッ 
ションを行い、大きな拍手が沸き上がりました。素晴らしか 
ったです！ 

<保護者会のお礼> 
先日の授業参観並びに保護者会においては、ご多用のところ、多くの保護者の皆様にご来校いただき誠にありが

とうございました。子どもたちは、やや緊張しながらも普段通りに学習をしていました。保護者会においてもお伝え
しましたが、今後とも学校便りやホームページ、学級・学年からの便り等を通じて情報発信に努めていきます。また
担任からもご家庭に電話連絡をすることもあります。ご家庭におかれましては、お子さんのことや教育活動のことで

不安や心配なことがありましたら、遠慮せず連絡をしてください。大切なことは、子どもたちのために保護者の皆様
と私たちが繋がることです。今後とも宜しくお願いします。 

12月９日（月）4年生 パラスポーツ体験 

12月 9日（月）後期課程清書会 10日（火）前期課程清書会 

社会福祉協議会の方に来ていただき、4年生が車椅子 
体験と障がい者スポーツのボッチャの体験を行いました。 
車椅子体験では、三角コーンの間をすり抜けたり、向きを 
変えたりしながら、操作の難しさや腕でこぐことの大変さ 
を実感していました。またボッチャは二組に分かれて、楽 
しそうに競技をしていました。貴重な体験ありがとうございました。 

 シーンと静まり返り、墨の香りがほのかに漂う体育館で、 
子どもたちは真剣に画仙紙に向き合い書き初めを行って 
いました。各学年とも課題は違いますが、一筆一筆に気持 
ちを込めて丁寧に課題を仕上げていました。 
 １２日（木）１３日（金）と校内書き初め展を実施しますので 
是非、学校にお越しください。  


